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最終講義
一保険学徒の回想
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴　木　辰　紀
　本日は折角の土曜日，また，雪の中をご出席いただき，恐縮です。心からお
礼を申し上げます。
　私も2001年2月15日に満70歳となりますので，大学の規定により3月末日を
もって定年退職します。
　昭和23（1948）年に旧制第2早稲田高等学院に入学以来53年闇，昭和32
（1957）年に早稲田大学の助手に採用されてから44年問と半世紀あるいは半世
紀以上を大学とともに歩んで参りました。その意味で，大学には本当にお世話
になりました。
　私が大学へ残ることになりましたのは，亡くなられた葛城照三先生のお陰で
す。葛城先生はイギリス海上保険の大家で，ゼミ生の多くを損害保険業界に送
り込まれました。
　私が葛城先生の許に出入りするようになりましたのは昭和31年の夏頃のこと
で，紹介者は当時早稲田大学法学部で国際法や外交史を教えておられた」又正
雄先生です。
　一又先生と葛城先生はゴルフ仲間で親しかったというご縁で一又先生が葛城
先生に私を紹介して下さったのが，私が保険を勉強するようになった契機です。
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　葛域先生はそのころ膨大な「アーノルド海上保険」の翻訳中で，私にも印刷
ゲラの校正の仕事が割り当てられました。
　葛城先生には私を火災保険の専門家に育て上げて，先生とともに商学部の教
壇に立たせたいとのご希望があったようで，そのためもあって一橋大学から高
名な海上保険学者・火災保険学者である加藤由作先生をお招き下さいました。
　加藤先生は一橋大学の定年を挟んで5年問ほど早稲田の大学院の非常勤講師
として来校され，私たちを親しく指導して下さいました。この加藤先生との出
会いが今日の私，学者としての私を形作ってくれたと考えております。
　『早稲田蘭学』本号所収の，江澤・李両先生ご執筆の「消息」には，私がこ
れまでに執筆した著書と論文の題名が載っています。これらの中では最初の論
文である「火災保険普通保険約款第2条2項について」，8番目の論文「保険
代位の根拠について」，16番目の論文「田辺教授の『修正絶対説』について」，
25番目の論文「保険者の請求権代位についての再論」，31番目の論文「地震災
害と保険」などが主要な業績ではないかと自分では思っております。
　これらの業績一覧をご覧になればお分りのように，私の論文は最初は「火災
保険」と「保険契約法」関係のものが多く，それが中盤から後半になるに連れ
て今度は「自動車保険」関違のものが多くなっております。
　その転機は昭和48年（1973年）に私がフランスヘ留学した頃です。その間一
貫していたのはいわば被害者サイドあるいは保険契約者サイドにたった論文が
多いという点で，この点が私の業績の特色であろうかと考えております。
　論文の内容についていま少しお喋りすべきかと思いますが，皆様にお話して
もお分りいただけるのはごく僅かだと思いますので，これ以上の言及は避けた
いと思います。
　ただ敢えて一言申し上げれば，「保険代位」関係の業績は今でもそれなりの
成果を誇っていると思っております。特に一部保険における「請求権代位」の
範囲についてわが国で初めて「損害額超過主義説」が正しいことを私が主張し
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たことは，それなりの評価を得たのではないかと考えます。私が早稲田大学か
ら「商学博士」の学位を頂戴したのもこの「保険代位」の問題に関してでし
た。
　44年間の教員生活には色々なことがありました。昭和40年代の学生運動が激
しかった一時期には大学に残ったことを後海したこともありましたが，私の大
学生活は特に後半は幸せな時期でした。
　平成3年1月21日午前1時頃に心筋榎塞を，また，一昨々年（平成10年）12
月22日に右目の白内障の手術を受けましたが，幸い今日までなんとか無事に教
壇に立つことができたのを感謝しています。
　その間，役職としては平成2年から2年間，早稲田大学産業経営研究所の所
長を務め，また，平成4年から2年聞は日本保険学会の理事長を務め得たこと
は本当に光栄なことだったと，感謝しています。
　私が心筋梗塞を患いましたのは，産業経営研究所長就任3ヶ月後のことで，
これは退任も止むをえないと思いましたが，幸い症状が比較的軽く，予定通り
所長の任期を全うすることができたのは幸せでした。
　その他にも，昭和46（1971）年にできました「日本交通政策研究会」に発足
当時から理事として関係し，昭和58年からは常務理事を平成10年3月まで15年
近くやらせていただいたほか，同研究会の「自動車保険」関係のプロジェク
ト・リーダーを発足以来今日まで30年近くもやらせていただいたことが，多く
の業績を生む結果となりました。このことにも大いに感謝しています。
　学問的には大した業績もありませんのに，多くの内外の学者（ここで内外の
学者とは早稲田大学内および早稲田大学以外の学者の意味）のご好意で，60歳
の時に立派な「還暦記念論文集」を頂戴し，また，今年春には70歳を記念して
「古希記念論文集」をいただけることになっており，このことも身に余る光栄
と感謝しています。
　なお，この「古希記念論文集」ができるについては，商学部の同僚教授であ
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る大谷孝一先生，江澤雅彦先生，李洪茂先生のご尽力のお陰であることを忘
れることができません。
　それより何よりも嬉しいのは，私のゼミのOB会の存在です。ゼミを担当し
た最初の頃（昭和37年頃）は私のゼミが今日のようなゼミになるなど思いもよ
らぬことでした。
　現在，住所が判明しているOB・OGだけで675名ほど。うち一番多いのは損
保業界で200名チョット（損保協会・自算会・全共違を含む）。生保が40名前
後，銀行（信託を含め）が50名前後。会社では三井海上の38名がダントツ。次
は安田火災の25名。住友海上と千代田火災がともに21名。東京海上と日本火災
がともに19名で，興亜火災が15名。対して生保は，第一生命が16名，次が日本
生命の9名。あと多いところは日産火災の10名，損保協会の9名，第一勧銀と
大東京火災の各8名，明治生命とJA共済違の各7名などです。
　私はこれまで全部で57組の頼まれ仲人をしておりますが，この57組という仲
人の数も当初は全く予想していなかった回数で，今はただ有り難いことだった
と思っています。
　私も間もなく70歳。いつまで元気でおられるか分りませんが，できれば今後
も年に王度のゼミOB会を続けたいと思っておりますので，よろしくお願いし
ます。
　昨年暮れ頃，三井海上の会に始まり，日本損害保険協会の会，日本火災と興
亜火災の含同会，東京海上の三人の方との会などがありました。今後はこのよ
うな会杜単位あるいは卒業年次単位の会合などへも大いに出席して，愉しい老
後を過ごしたいと願っております。皆様のご協力をよろしくお願いいたします。
　以上，誠に粗辞でしたが，これで私の最終講義をおわります。ご静聴有り難
うございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以　上）
856
